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ごあいさつ（創刊にあたって） 

 

あかしあ台小学校区まちづくり連絡協議会 

会長  片岡 琢麿 

 あかしあ台小学校区は、昭和６３年に入居が始

まってから２７年の年月が経過しました。その間、

自治会をはじめ民生委員・児童委員、青少年補導

員、PTA、あかしあクラブ、体育振興会、スポー

ツクラブ２１、ふれあい活動推進協議会、健康推

進委員など多くの団体によって地域づくりが進め

られ、良好な環境や活発な交流の場が整備されて

きました。また、これらの組織をゆるやかに横に

繋ぐプログラム会も組織され、お互いに連携しな

がら地域づくりを進めてきました。 

 しかし、四半世紀を越える時の流れの中で、あ

かしあ台小学校区にも高齢化・少子化の波は押し

寄せ、住民のニーズも変化してきました。また、

地域内で解決しなければならない問題も多様化し

てきました。 

昨年７月に、これらの時代の動きに対応し、将

来を見据えた「まちづくりの目標」と「地域の課

題」を共有し、これからのあかしあ台地域におけ

るまちづくりのあり方を検討するために「あかし

あ台まちづくり推進準備会」を立ち上げました。 

準備会では、まちづくりの専門家・経験者や行

政等の意見を聞き話合った結果、まちの課題解決

に向けて地域で活動する各種団体が連携し力を合

わせて取り組む場として「あかしあ台小学校区ま

ちづくり連絡協議会」を設立する運びとなりまし

た。この度、まち協の設立経緯および活動内容を

皆さまにお知らせするために、この「まち協ニュ

ース創刊号」を発行することになりました。今後

とも、まち協の活動についてご理解頂きますとと

もに今後ともご支援の程、よろしくお願い申し上

げます。 

まち協 

ニュース  
創刊号 

なぜ、今、まちづくり協議会か！ 

 あかしあ台小学校区では、あかしあ台及びさく

ら坂地区それぞれに住民の自治組織として自治会

を設立し住みやすいまちづくりを目指してきまし

た。しかし、まち開きから２７年が経ち高齢化や

ニーズの多様化などが進展し、それらに的確に対

応出来ているとは言いがたい状況になってきてお

り、お世話をすることへの負担感が出てきている

とともに地域行事への参加が減少するなど地域活

動の停滞を招いているところがみられるようにな

ってきています。 

後述するキックオフミーティングでの講師の先

生の話や先進事例調査・ワークショップを進める

中で、こういった問題に対して、自治会のような

地縁だけのつながりだけでなくスポーツや趣味・

ボランティア活動などのテーマでつながっている

人達をも含めた多くの地域活動団体等と連携がと

れている、いわゆる、ネットワーク型と言われる

形態の組織を導入して地域活動を展開していると

ころが比較的上手くいって行っていることがわか

りました。 

現状の階層型組織における活動の仕組みは、組

織で定められた役割を輪番制で引き継いでやって

いくものです。これに対して、ネットワーク型組

織では、地域の課題解決に当たって、やりたい人

がやりたいテーマで取り組むことを基本にしてい

て、その人が出来なくなったときにはテーマでつ

ながっている別の人が別の形で引き継いでやって

いくという仕組みと考えられています。 

今後のまちづくり組織としては、このようなネ

ットワーク型の導入が必要と考えられます。ただ

し、都市景観のルールづくりな 

どは従来の階層型組織 

織でないと上手くい 

かないこともあり、 

２つの形態を両輪 

とする組織の構築が 

必要と考えられています。 
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キックオフミーティング（平成26年10月1１日） 

「みんなで楽しくまちづくり」 

まちづくり連絡協議会の設立までには、紆余曲

折がありました。将来を見据えたまちづくりに向

けて最初に取組んだのは、まちづくりキックオフ

ミーティングです。この目的は、あかしあ台小学

校区の将来を見据えたまちづくりのきっかけづく

りです。近畿大学の久(ひさ)先生に基調講演をお願

いするとともに模範的まちづくりの取り組みをさ

れている市民活動家やまちづくりの専門家などを

お招きしてパネルディスカッションを行いまし

た。 

ここで話されたことは、示唆に富むものばかり

でした。最も印象に残ったことは、「これからの

まちづくりは、自発的自律がキー、意欲のあるも

のがやりたいことを自発的に自律してやれるよう

にする、その「しかけ」として、組織では緩やか

なネットワークづくり（その 1 つがまちづくり協

議会）が有効である。」ということでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先進地視察（平成 26 年 11 月 29 日） 

「千里ニュータウン、再生のまちづくりに学ぶ」 

次に、取り組んだのは、まちづくり先進地の視

察です。この目的は、まちづくりの先進地「千里

ニュータウン」に学ぶことです。リーダの山本茂

氏に講演をお願いするとともにまちの現状をご案

内戴きました。５０年経ち樹木が大きく成長して

いる様子、戸建敷地分割現場、カフェ体験など先

進地の状況を見学できました。また、ニュータウ

ンを元気にした５０のアイデア展の見学もしまし

た。空き家活用、公園管理受託、高齢者困りごと

サービスなど面白い企画が盛りだくさんでした。 

 千里ニュータウンの課題は、わが街の課題と極

めて共通していました。そして、更なる今後の取

り組みの視点として指摘された、①地域や人のた

めに何かしたい人の力を発揮できる仕組み・場づ

くりの充実、②居心地の良い、歩いて楽しいまち

づくりは、私どもの今後の取り組みの模範になり

うると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりワークショップ 

第1回（12/17） あかしあ台コミュニティの「これまで」 

第2回（1/21） あかしあ台コミュニティの「ちょっと未来」 

第3回（2/18） あかしあ台コミュニティの「これから」 

私どものもう１つの取り組みは、ワークショッ

プの開催です。この目的は、まちの課題整理と課

題解決に向けた組織の在り方の検討です。ご指導

は県立人と自然の博物館・県立大准教授の赤澤先

生にお願いしました。ワークショップには、まち

づくり推進準備会メンバーを主にして２７名の参

加がありました。一般からも３名参加頂きました。

そして、ワークショップの実施に当たっては、３

グループ分けて３回（１２月、１月、２月）に 

 

 

 

 

 

キックオフミーティングの様子 

 

千里ニュータウン見学の様子 

 

５０のアイデア展の見学 
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比較検討は、３回目のワークショップで「あかし

あ台コミュニティのこれから」をテーマに話し合っ

てもらいました。下図は、最も多くの方の支持を得

た「まちづくり組織のイメージ」です。 

 この組織のまちづくりの目標は、『みんなが緩やか

につながり、安心して健康で楽しく、誇りを持って

暮らせる、住んで良かったと思えるまちづくり』を

目指すこととしています。 

また、最も優先順位の高いつながりづくり等の全

住民共通課題に対しては、新しい組織の事務局を中

心にネットワーク型の組織を構築し課題の解決に

取り組むこととしています。そして、安全安心等部

分共通の課題に対しては、必要により専門部会を設

立し取り組むこととしています。 

その後、ここで方向付けされたまちづくり組織は、

「あかしあ台小学校区まちづくり連絡協議会」とし

て、５月１１日に発足致しております。 

わたって行いました。 

（１）まちの課題整理 

ワークショップに託されたミッションの１つ目

は、まちの課題整理です。これに関しては、先ず問

題を出来るだけ多く指摘してもらい、次に、その背

景要因を考えて課題を見出し整理する、という手順

で行いました。問題の指摘は、１回目のワークショ

ップで「あかしあ台コミュニティのこれまで」をテ

ーマにして、また、２回目のワークショップで「あ

かしあ台コミュニティのちょっと未来」をテーマに

して話し合っていただきました。全体で延べ３００

にもなる多くの問題が出されました。そして、まち

の課題は、これらの問題の背景要因を考えて世話人

グループで抽出し整理致しました。下図は、このよ

うにして抽出した「まちの課題」について、つなが

り他８つの分野別に分類し、縦軸を既存か新規か、

又、横軸を住民共通か個別かに設定し整理して示し

ています。この内、最も優先的に取り組むべきもの

とされたのは、全共通の課題であり、その中でも、

住民同士のつながりの希薄化解消でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくり組織の在り方 

ワークショップに託されたミッションの２つ目

は、まちの課題解決に向けた組織の在り方の検討

です。これに関しては、「まちの課題」の解決を

目的とする３つのまちづくり組織のイメージを提

案し比較検討する、という手順で行いました。 

あかしあ台地域まちづくりの課題整理
新規課題

既存課題

個
別
課
題

共
通
課
題

「つながり」

「生活のルール」、「インフラ」

「安全安心」、「環境」

「子ども教育」

「健康福祉」、「文化・ｽ
ﾎﾟｰﾂ・ｴﾝﾀｰﾃｰﾒﾝﾄ」

自治会退会抑制・加入促進、自
治会費又は活動内容の見直し

あいさつ・声かけ運動の推進

気軽な交流の場づくり、地域活動デ
ビュー支援、まちの広報充実、多様な
地域活動の実施・支援、地域活動の
場の拡充、地域活動の相談窓口・ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ組織づくり

自治会活動単位の適正化、ｺﾐｭ
ﾆﾃｨﾊｳｽの適正運用

きめ細かいﾓﾗﾙ遵守啓蒙活動

災害時の協力の仕方（避難行動要援
護者支援含む）、自主防災訓練の目的
明確化、防災資機材類の充実

ふれあいｻﾛﾝの充実

ﾆｰｽﾞに応じた文化・健康教室充実

高齢者支援（移動、ごみ出し等の手伝い等）

子どものﾆｰｽﾞに応じたｲﾍﾞﾝﾄ充実

子どもネットﾜｰｸづくり、
子ども指導ﾘｰﾀﾞ育成

下校時の見守り強化子育てｻﾛﾝの充実

緑化・樹木剪定・公園等の草刈り＆清掃管理充実

まちの都市景観・土地利用のﾙｰﾙ
づくり、ｲﾝﾌﾗ整備・更新推進

公共交通利便性向上

「子ども教育」

「健康福祉」、「文化・ｽ
ﾎﾟｰﾂ・ｴﾝﾀｰﾃｰﾒﾝﾄ」

実効ある安全教育、安ﾊﾟﾄの地域一本化、防犯カメラの設置

「安全安心」、「環境」

全共通部分共通単独

緩やかな日常生活のﾙｰﾙ集づくり

日常生活の信頼関係構築

住民によるまち環境の目標管理、青少年の参加促進

多世代ｽﾎﾟｰﾂ大会充実

無理のない高齢者同士の交流

高齢者宅の定期的見守り・声かけ

 

ワークショップの様子 

 

 
総務部会 
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平成 26 年度の成果と課題 

 上述の活動を主な内容とするまちづくりの取組

みは、三田市のふるさと地域交付金を活用して行い

ました。これら平成２６年度の成果と課題をまとめ

ると、次のように要約できます。 

 まず、将来を見据えた、地域課題やニーズの掘り

起こしとともにまちづくり推進組織づくりに関す

る成果として、「まちの問題点」と「まちづくりの

目標」について概ね共有出来るようになるとともに

まちづくり推進組織として「あかしあ台小学校区ま

ちづくり連絡協議会」を設立するに至ったことで

す。 ただし、「地域カルテ」については纏めるとこ

ろまで行けませんでした。 

 また、顕在化している課題対応にも取り組みまし

た。その内、「青色防犯パトロール」に関する成果

は、地域で活動する関係団体が連携して推進できる

体制づくりができたことです。そして、名所づくり

に関する成果は、丈夫に育つように知恵を出し合っ

て、あかしあ台公園に「さくら」を植樹することが

出来たことです。 

 今後の課題は、まちづくり連絡協議会活動の実践

です。 

まちづくりの今後の取組み 

☆まちづくりの目標 

【前文】みんながゆるやかにつながり、安心して健

康で楽しく、誇りを持って暮らせる、住んで良かっ

たと思えるまちづくりを目指します。 

【５本の柱】 

① 気軽な楽しい交流と面白い出会いのあるまちづくり 

② まちのことなら皆に伝わるまちづくり 

③ 様々な地域活性化の活動を様々な団体が連携

して担う活力あるまちづくり 

④ 誇れる緑豊かな都市形成と風格あるまちにふ

さわしい文化を育むまちづくり 

⑤ 子どもから高齢者まで安心して健康で楽しく

暮らせるまちづくり 

☆平成 27年度の取り組み 

平成 27 年度は、まちづくり連絡協議会のスター

トの年となります。今年度は、仲間づくりに重点を

おいて、下記のとおり取り組みます。 

(1)まち協事務所の開設（8月目途） 

(2)まち協事業の周知と参加呼びかけ 

 

 

 

(3)まち協事業の推進 

①気軽な楽しい交流と面白い出会いのあるまちづくり

カフェをコミュニティハウス内に開設します(10

月目途)。その中で、テーマ交流会を開催します。 

②まちのことならみんなに伝わるまちづくり 

コミュニティ情報誌を年２回、まち協通信を月

１回発行します。全住民に配布します。 

③まちの名所づくり 

準備会の事業を引き継ぎ、さくらの植樹事業を

拡充実施します。 

(4)次年度以降のまちづくり推進施策の検討 

 残された課題につきまして、具体的な進め方を検

討します。懸案の地域カルテは、この中での整備を

目指します。 

 

 
経過日誌 

平成 26 年 7 月 20 日（日） 

 あかしあ台地域まちづくり推進準備会結成 

平成 26 年 8 月 6 日（水） 

ふるさと地域交付金（モデル事業）交付決定 

事業区分：組織作り（50 万円） 

平成 26 年 9 月 15 日（月・祝）10:00～12:00  

第 1 回まちづくり推進準備会 

平成 26 年 10 月 11 日（土）10:00~12:00  

あかしあ台まちづくりキックオフミーティング  

平成 26 年 10 月 20 日（月）14:00～14:30  

青色防犯パト出発式 

平成 26 年 10 月 31 日（金）19:30～21:30 

第２回まちづくり推進準備会 

平成 26 年 11 月 29 日（土）12:00～17:00 

先進地訪問「千里ニュータウンの 50 年 再生の

まちづくりに学ぶ」 

平成 26 年 12 月 17 日（水）19:30～21:30  

第1回まちづくりワークショップ－あかしあ台コ

ミュニティの「これまで」－ 

平成 27 年 1 月 21 日（水）19:30～21:30  

第2回まちづくりワークショップ－あかしあ台コ

ミュニティの「ちょっと未来」－ 

平成 27 年 2 月 7 日（土）9:00～10:00 

さくら植樹６ヶ所（土壌改良）工事立会 

平成 27 年 2 月 17 日（火）15:00～15:30 

ハニーFM で取り組み紹介 

平成 27 年 2 月 18 日（水）10:00～11:00 

さくら植樹立会 

平成 27 年 2 月 18 日（水）19:30～21:30 

第 3 回まちづくりワークショップ－あかしあ台

コミュニティの「これから」－ 

平成 27 年 3 月 7 日（土）13:30～15:30  

第 3 回まちづくり推進準備会 

平成 27 年 3 月 29 日（日）13:30～15:30  

あかしあ台小学校区まちづくり連絡協議会設立総会 


